
 

 

 

さまざまなネットワークにボーダーレスに対応し 

オフィスのドキュメントワークフローの最適化を促進する 

デジタルフルカラー複合機「1145C 」「1135C」、コニカミノルタより発売 
 

2003 年 12 月 8 日 

コニカミノルタホールディング株式会社 

コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 

コニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社 

 

   コニカミノルタグループの情報機器事業会社コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 

（社長：太田 義勝）は、カラー毎分 11 枚※、モノクロ毎分 45 枚／35 枚※のデジタルフルカラー複合機

「1145C」「1135C」を 2004 年 1 月より発売します。 

 

【本体標準価格（搬入設置料）<税別>】 

 1145C ： 1,650,000 円 （38,000 円） 
1135C ： 1,450,000 円 （38,000 円） 

 発売日 ： 2004 年 1 月 中旬予定 

 販売台数： 両機種合計 3000 台/年 

 

  コニカミノルタは2002年秋に、カラー機ながらモノクロ複写機と同様の簡単な使い勝手を可能にし、

高度なフィニッシング機能やネットワークへの対応も実現した「DiALTA(R) Color CF3102／CF2002」、

｢Sitios9331／9231｣（カラー31枚／20枚、モノクロ 31枚）※を発売し、お客様から高い評価をいただ

きました。そして先頃、初の“コニカミノルタブランド”の複合機として、毎分 51枚（A4ヨコ）の高

速モデル｢8050｣を市場導入いたしました。コンパクトなボディに高性能タンデムエンジンを搭載した本

製品はプロダクション市場での活用とオフィスにおけるカラー出力促進を狙いとしております。 

  そして今回、“カラーのコニカミノルタ”としての製品ラインを更に充実させるべく「1135C」「1145C」

を発売します。両機種は、ネットワーク機能を標準搭載するとともに、４ライン CCD 及びブラック／

カラー分離独立現像プロセスにより、さまざまなネットワーク、カラー・モノクロドキュメントが混在

するオフィス環境にフレキシブルに対応し、最適なドキュメントソリューションを提供いたします。 

また、環境親和性にも配慮しており、「グリーン購入法」「国際エネルギースター」の各基準に適合、「エ

コマーク」の認定も受けております。 ※A4ヨコ、同一原稿出力時 

 

【主なセールスポイント】 

● 高性能コントローラ標準搭載によるマルチなネットワーク機能 

● 新方式プロセスによるモノクロ・カラーの両立 

● ユニバーサルデザインによる快適な操作性 

● 環境に配慮した省資源、安全設計 
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【主な特長】 
１．高性能コントローラ標準搭載によるマルチなネットワーク機能 

コピー、プリント、スキャン、FAX、サーバー、通信など各機能で使用する CPU・メモリ・ハー

ドディスク等のシステム資源を効率的に共有・管理しており、高速の CPU・メモリ、大容量のハー

ドディスクの装備により大きなカラー画像データの高速処理と各複合機能の同時並行処理を実現

しました。また、TCP/IP、IPX/SPX、Ethertalkなどのプロトコルに標準対応、オフィスのさまざま

なネットワーク、OS環境をサポートしています。 

 

 ●スピーディに情報の電子化を図るネットワークスキャナ機能 

   スキャナ部にモノクロ・カラーを別々に読み取る 4 ラインCCDを採用、モノクロ毎分 50 枚※カ

ラー毎分 20枚※の高速スキャンを実現。スキャンデータは本体ハードディスクに保存するだけでな

く、ファイルサーバやクライアントパソコンの共有ホルダ、さらにはEメールの添付ファイルとし

て送信が可能、ドキュメント資産の有効活用を促進します。   

※ カラーは A4・300dpi、モノクロは A4・400dpi で RADF からの読取時。転送時間は含みません。フルカラー

600/400dpi読取の場合はオプションの拡張メモリが必要。600dpiの場合、最大 A4判まで。 

 

●紙文書とデータの情報共有・活用をスムーズに行うファイリングボックス機能 

   標準搭載の大容量ハードディスクにより、コピー、スキャン、プリント、FAX受信※1、Eメール

受信した文書などを保存できます。さらに、ユーザボックスにはパスワードが設定できるため、セ

キュリティを保ちながら使用できます。しかも、Webブラウザからアクセス可能。紙文書やパソコ

ン内の文書ファイル、FAX文書などの点在していた情報をファイリングボックス※2に集約すること

で、データの再利用・情報の共有化が簡単に行えます。 
※1 オプションの FAXユニットが必要です。 

※2 ボックスは最大 200個です。 

 

 ●快適なネットワークプリンタ機能

   PCL6、PCL5c、PS3のページ記述言語を標準搭載、モノクロ毎分 35／45枚※、フルカラー毎分 

11枚※のスピードで快適な出力を実現しました。マガジンソート、Nin1プリントなどの集約印刷や

お試しプリント、プライベートプリントなどの安心機能も充実しています。 
  ※ A4ヨコ、同一原稿出力時 

 

 ●インターネットFAX＆FAX機能 

   インターネットやイントラネット環境を活かして、Eメール送信するインターネットFAX機能を

搭載。通常のFAX※1では、高速・高画質の送受信はもちろん、パソコン内の電子データを直接相手

先のFAX機に送信することができます※2。さらに受信したFAXを紙に出力せず、パソコンなどの指

定先に転送することも可能です。ニーズに合わせて使い分けることで、効率的なFAXの送受信が行

え、通信費の削減とペーパーレス化を図れます。 
※1 オプションの FAXユニットが必要です。 

※2 2004年春対応予定 
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２．新方式プロセスによるモノクロ・カラーの両立 

   従来のカラー複合機ではカラープロセスでモノクロ出力するため、モノクロ単能機に比べランニ

ングコストが割高になるという課題がありました。「1135C」「1145C」ではブラックとカラーの現

像器を分離独立し、更にブラックトナーボトルを大容量化することでモノクロ機並みの生産性と低

ランニングコスト化を実現しました。 

  更に、電磁誘導加熱による定着方式の採用によるウォームアップタイム 40 秒というクイックレス

ポンスの実現、４CCD ラインセンサーの装備によるカラー／モノクロ各々の画像処理の最適化な

ど、１台で“カラー／モノクロの真の両立”を実現しました。 

 

３．ユニバーサルデザインによる快適な操作性 

   ハーフ VGA大型 LCDタッチパネルを搭載。大きな文字・イラスト表示のわかりやすい画面で初

めてでも簡単に操作が可能です。また、操作パネルに無段階チルト機能を採用、ライトの反射防止

や車椅子など座った位置からの操作にも配慮、更に自動原稿送り装置のトレイや排紙部などにペー

パーとのコントラストを高める濃色を使用し、誰もが使いやすいユーザビリティを徹底的に追求し

ました。 

 

４．環境に配慮した省資源、安全設計 

   プリント回路基板に鉛フリーはんだを１００％使用し、またハロゲンフリー基板を採用。鋼板や

ネジには六価クロムメッキを使用しない製品化を実現して環境保全への配慮を図っています。 

  また、エコマーク、国際エネルギースターを取得し、グリーン購入法に適合した設計を施していま

す。 
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＜1145C/1135C の主な製品仕様＞ 

＜基本仕様／コピー仕様＞  

名称 1145C／1135C 

形式 デスクトップ 

複写方式 乾式静電転写方式 

感光体種類 ＯＰＣドラム 

原稿台方式 固定 

原稿読取り方式 固体走査素子（ＣＣＤ）による平面走査 

書込み方式 レーザー静電転写方式 

現像方式 乾式現像方式 

複写濃度調整 自動、マニュアル１１ステップ選択方式 

定着方式 誘導加熱によるヒートローラ方式 

給紙方式／容量 カセット 2段自動給紙（推薦紙 600 枚×2）および手差し給紙（最大 100 枚連続給紙）

オプション： 2 段給紙カセット（推薦紙 600 枚×2） 

大容量給紙装置（推薦紙 3,000 枚、A4 ヨコ） 

読取り解像度 ６００ｄｐｉ 

書込み解像度 ブラックモード：２４００ｄｐｉ相当×６００ｄｐｉ 

フルカラーモード：６００ｄｐｉ×６００ｄｐｉ 

階 調 数 ２５６階調 

複写原稿 シート、ブック、立体物 （最大 A3 サイズまで） 

複写用紙 自動給紙の場合：６４～１０５ｇ／㎡の上質紙 

手差し給紙の場合：６４～２０９ｇ／㎡の上質紙、OHP シート 

原稿サイズ 最大 A3 

複写サイズ ＜自動給紙の場合＞A3、B4、A4 ヨコ､A4 ﾀﾃ、B5 ヨコ､B5 ﾀﾃ､A5 ﾀﾃ 

＜手差し給紙の場合＞A3～A5 ﾀﾃ（ﾊｶﾞｷｻｲｽﾞ）、305×457mm 

画像欠け幅 白黒： 先端３mm、左右端・後端２ｍｍ 

フルカラー：先端５mm、左右端・後端２ｍｍ 

複写倍率 等倍 １：１±０．５％ 

縮小 ０.２５、０.５０、０.５７、０.６１、０.７１、０.８２、０.８６ 

拡大 １.１５、１.２２、１.４１、１.６３、１.７３、２.００、４.００ 

ズーム倍率 ２５～４００％（１％きざみ 376 段階）自動両面原稿送り装置使用時

は２５～２００％ 

連続複写枚数 １～９９９枚 
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連続複写速度     1135C 1145C 

ブラック A4 ヨコ ３５枚／分 ４５枚／分 

  B4 ２４枚／分 ２６枚／分 

  A3 ２１枚／分 ２２枚／分 

フルカラー A4 ヨコ １１枚／分 １１枚／分 

  B4 ５枚／分 ５枚／分 

  A3 ５枚／分 ５枚／分 
 

ファーストコピータイム ブラック ６．８秒､ フルカラー １６．２秒 

ウォームアップタイム 約４０秒（室温２０℃） 

メモリ容量 ＲＡＭ ３８４ＭＢ（最大５１２ＭＢ）   ＨDＤ ６０ＧＢ※1

電源 ＡＣ１００Ｖ・１５Ａ、５０／６０Ｈｚ共用 

最大消費電力 １．５ｋＷ以下 

大きさ 操作パネル傾き４５度時 ：幅６６０×奥行７１８×高さ７３９ｍｍ 

操作パネル傾き５度時 ：幅６６０×奥行７４２×高さ７３９ｍｍ 

機械占有寸法 幅１,０２８×奥行８１９ｍｍ 

（手差しトレイ、排紙ストッパーを伸ばした状態。コントロールパネル部傾き５度、

取扱説明書ポケットを含む） 

質量 約１１２ｋｇ 

※1 HDDの容量は１GBを 10 億バイトで算出しています。  

 

＜プリンタ機能＞

連続プリント速度 連続複写速度と同じ 

解像度 ６００ｄｐｉ×６００ｄｐｉ * 

* オプションの拡張メモリ装着時は、1200dpi 相当×600dpi に切り替え可能 

ページ記述言語 PCL５ｃ、PostScript３互換、PCL６（白黒） 

対応プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ、ＩＰＸ／ＳＰＸ、ＳＭＢ、AppleTalk 

対応ＯＳ Windows98/Me/NT4.0/2000/XP/2003Server、MacOS 8.6/9.x/OS X 10.1/10.2、Ｕｎｉｘ 

内蔵フォント 欧文 PCＬ８０書体 ＰＳ１３６書体 和文 ＰＳ ２書体（平成明朝、平成ゴシック）

インターフェース Ethernet 10BaseT／100BaseTX、パラレル（IEEE1284 準拠）、USB（Full Speed） 
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＜スキャナ機能＞ 

読取り解像度  100※1/150/200/300/400/600※2dpi  

原稿読取り速度 （ 300dpi 、A4 ヨコ ）  ブラック ５０枚／分 、フルカラー ２０枚／分  

インターフェース Ethernet 10BaseT／100BaseTX 

対応プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ 

出力フォーマット モノクロ ：TIFF6.0、PDF 

グレースケール／カラー ：JPEG、TIFF6.0、PDF 

*オートカラー時は TIFF6.0（シングル）、PDF 

ドライバ TWAIN 対応 

※ 1 モノクロ 100dpi はオートカラー時のみ。 

※ 2 グレースケール 600dpi、カラー/オートカラー400/600dpi はオプションの拡張メモリが必要。カラー/オー

トカラー600dpi 時の読取サイズは最大 A4。 

 

＜インターネットファクシミリ機能＞ 

通信プロトコル 送信 ： ＳＭＴＰ、受信 ： ＳＭＴＰ、ＰＯＰ３ 

解像度 ２００×２００ｄｐｉ 

ファイル形式 ＴＩＦＦ－Ｓ 

送信サイズ A4（A3、B4 は A4 に縮小） 

受信サイズ 最大 A3 

 

＜ファクシミリ機能＞（オプション）

走査線密度 高精細 ：16×15.4 本/mm、精細 ： 8× 7.7 本/mm、普通 ： 8× 3.85 本/mm 

伝送速度 33,600/31,200/28,800/26,400/24,000/21,600/19,200/16,800/14,400/12,000/9,600/7,200/4,800/2,4

00bps 

符号化方式 ＭＨ、ＭＲ、ＭＭＲ、ＪＢＩＧ 

通信モード Ｇ３(スーパーＧ３)、独自モード 

送信原稿サイズ 最大Ａ３※1

記録紙サイズ A3、B4、A4、B5、A5 

電送時間 ２秒台※2

メモリ容量 ３６０ＭＢ（送信用：240ＭＢ、受信用：120ＭＢ） 

カラー対応 なし 

※1 A5 はガラス面からの読み取り。 

※2 A4 判 700 字程度の原稿（独自を普通モード（8×3.85 本/mm）、28.8kbps以上のSuperG3 モードでJBIG通信した場合。 
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電送時間は、画像情報のみの電送時間で、通信の制御時間は含まれておりません。 

なお、実際の通信時間は原稿の内容、相手機種、回線の状態により異なります。 

＜１１３５Ｃ／１１４５Ｃ のオプション＞

名称  型番  標準価格（税別）  

自動原稿送り装置  ＤＦ－３３５  ２２０，０００円

プラテンカバー  ＫＡ -３５１１PC ８，０００円

２段給紙カセット  ＰＦ-２３３  １６５，０００円

大容量給紙カセット  ＫＤ -１０１２Ｊ ２５０，０００円

ＦＡＸユニット  ＦＫ-１３０  １２０，０００円

ＦＡＸハンドセット  ＧＪ -１０９０Ｊ １６，０００円

ＦＡＸ増設ユニット  ＧＤ -１１６０Ｊ ９０，０００円

ハンギングフィニッシャ（ 1135C 用）  ＦＳ-１３６  １５０，０００円

マルチポジション ステイプルフィニッシャ  ＦＳ-１３７ ２２０，０００円

サドルステッチフィニッシャ  ＦＳ-２３２ ３５０，０００円

フィニッシャ中継ユニット  ＲＵ-１３１  ３０，０００円

ホールパンチユニット  ＭＪ－６００４Ｅ ５０，０００円

PCＩスロット  ＧＯ -１０３０  １２，０００円

スクランブラボード  ＧＰ -１０３０  ８０，０００円

拡張メモリ  ＧＣ -１１８０  ２５，０００円

原稿置き台  ＫＫ -３５１１  ８，０００円

デスク  MH－１７００  ２５，０００円

 

Windows(R)９８、WindowsＮＴ(R)、Windows(R)２０００は、米国マイクロソフトコーポレーションの米国およびその他の国における登録商

標です。Ｐｏｗｅｒ PCは、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｍａｃｈｉｎｅｓ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの商標です。 PCＬ

は、Ｈｅｗｌｅｔｔ－Ｐａｃｋａｒｄ Ｃｏｍｐａｎｙの商標です。ＰＳ（Postscript）は、Adobe Systems Incorporationの商標です。そ

の他、本報道発表文に記載されている会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標または商標である場合があります。 

 

――――――――――――――――――――お問い合わせ先――――――――――――――――― 

  報道関係： 

コニカミノルタホールディングス株式会社 広報グループ        TEL.03(6250)2100      

 

お客様： 

コニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社 企画本部      TEL.03(5205)7765 
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